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新型コロナウイルス感染症に関する花巻市の対応について
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《新型コロナウイルスワクチン接種について》

《集団接種会場での１２歳未満の児童への接種誤りについて》

①接種日 令和３年８月２１日（土）
②接種場所 花巻市交流会館（旧花巻空港ターミナルビル）
③被接種者 市独自の優先接種対象施設の利用児童１名
④ワクチン ファイザー社製ワクチン
⑤発生理由 ・市が対象施設に対し、満１２歳以上の方のみが接種対象となる旨を明確に伝えていなかった

・接種会場での受付や予診票確認ブースにおいて、本人持参の接種券の生年月日や予診票の年
齢の確認不足 など

⑥発生後処理 事案発覚後、児童関係者へ即時謝罪し児童の健康状態を確認したところ接種日当日(8/21)問題
なし。今週月曜から本日まで施設へ健康状態を聴取し副作用等ないことを確認済み。

⑦再発防止策 ・今後１２歳になる方への案内通知を誕生月の翌月に送付
・予約受付後に作成する接種者名簿による年齢確認
・集団接種会場での受付や予診票確認時に持参された書類により年齢確認を徹底 など

⑧今後の予定 ２回目の接種は、国の指針に基づき１２歳到達後の本年１０月に接種予定

《基礎疾患を有する方へのワクチン接種》８月２４日時点
市では、市内の基礎疾患のある方を国の算定式により７，７０２人と見込み、そのうち６,２００人（約８０％）

が接種を希望すると見込み接種計画を策定し、ワクチン接種は７月５日（月）から市内医療機関３５施設において
接種予約枠を確保し、ファイザー社製ワクチンによる個別接種を実施しています。

基礎疾患を有する接種希望者数：６，１９４人
１回目接種済者数 ：６，１９４人（うち、２回目接種済４，２２４人）

《高齢者・障がい者施設等の従事者へのワクチン接種》８月２４日時点
市では、高齢者・障がい者施設の従事者への接種を進め、接種を希望する方への接種が完了しました。

入所系高齢者施設従事者 ：１回目接種者数１，８７０人（うち、２回目接種済１，８７０人）
入所系障がい者施設従事者 ：１回目接種者数 ２１９人（うち、２回目接種済 ２１９人）
国立病院機構花巻病院での接種：１回目接種者数 ７６８人（うち、２回目接種済 ７６８人）

《基礎疾患のない６４歳以下の方へのワクチン接種》８月２４日時点

▶クラスターの発生を抑制する目的で優先的に接種する方
市では、クラスター発生を抑制するため、下記に該当する方の優先接種を８月２日から実施しています。接種

方法は、産業医・園医・学校医などによる個別接種のほか市独自に集団接種を実施しています。

○保育施設やこどもセンターなどの職員及び市内小中学校に勤務する教職員等
接種対象者数 ：１，０５０人
１回目接種済者数： ９６８人（２回目接種済 ０人）

○富士大学・花巻東高校の寮生及び教職員、大迫高校留学生（寮生）、清光学園の園生及び職員、岩手県立花
巻清風支援学校の寮生及び寄宿舎職員

接種対象者数 ： ５６９人
１回目接種済者数： ５３９人（２回目接種済 ０人）

○市内の宿泊関連施設及びバス・タクシー事業所などに勤務する市内観光施設従事者
接種対象者数 ： ６６７人
１回目接種済者数： ６６７人（２回目接種済２４人）



Ｐ３

▶クラスター発生防止を目的に市が行う集団接種枠（８月１８日～８月２２日計４回）で１，４１８人に対し１
回目の接種を行うとともに、予約枠に１，２４５人分の空きがあったことから、８月１７日（火）から１６歳
以上の市民方へ予約枠を開放し、合わせて２，６６３人に対し１回目のワクチン接種を行いました。２回目の
ワクチン接種（集団接種）は９月８日から９月１２日に行います。

▶６４歳以下の方へのワクチン接種：いずれも医療従事者・基礎疾患を有する方等優先接種を受けた方を除く
・おおむね５歳間隔の年齢毎に予約案内を行う予定
・個別接種のほか地域ごとに集団接種会場を設置予定
・基礎疾患を有する方で開放した予約枠、クラスター防止のため実施した優先接種で開放した予約枠で接種
を行った方や予約済みの方に対しては、予約案内は郵送しません

【６０歳～６４歳の方】
個別医療機関での予約期間や接種日程をお知らせする予約案内を７月２１日（水）に郵送、７月３０日（金）

から予約受付開始
予約案内発送人数：４，４５６人
１回目接種済人数：１，７７２人（うち、２回目接種済０人）

【５５歳～５９歳の方】
予約案内を８月１３日（金）から郵送、８月２０日（金）から予約受付開始
予約案内発送人数：３，８１５人
１回目接種済人数： ０人（うち、２回目接種済０人）

【５０歳～５４歳の方】
予約案内を８月２０日（金）から郵送、８月２７日（金）から予約受付
予約案内発送人数：４，４７３人

※その他の年代については、高校３年生の進学・就職を考慮し接種日程を早めることも検討しながら、日程を調
整いたします。

▶８月２４日時点で決定している「６４歳以下の方に対するワクチン接種（集団接種）日程」
いずれの会場も全地区の方が対象となります

対象年齢 会場 予約開始日 １回目 ２回目 予約状況

（）内は
予約開始日

55歳以上
(8/20～)

50歳以上
(8/27～)

※その他の
年代の予約
開始日等に
ついては調
整中

東和コミュニティセンター
予約枠：２０４人 ８月６日

※８月２０日か
らは５５歳以上
含む

８月２８日（土） ９月１８日（土） ２０４人

石鳥谷生涯学習会館
予約枠：２０４人

８月２９日（日） ９月１９日（日） ２０４人

大迫総合支所
予約枠：２０４人

９月４日（土） ９月２５日（土） ２０４人

総合体育館
予約枠：各９００人

８月２０日

９月１８日（土） １０月９日（土） ４１０人

９月１９日（日） １０月１０日（日） ３７７人

東和コミュニティセンター
予約枠：４０２人

９月１０日
（予定）

１０月２日（土） １０月２３日（土）

石鳥谷生涯学習会館
予約枠：７０２人

１０月３日（日） １０月２４日（日）

総合体育館
予約枠：１２００人

１０月６日（水） １０月２７日（水）

総合体育館
予約枠：８０４人

１０月７日（木） １０月２８日（木）

大迫総合支所
予約枠：２０４人

１０月９日（土） １０月３０日（土）



《接種対象者全体のワクチン接種（満１２歳以上）》：８月２４日時点

①対象者全体数 ：８７，０２５人
２回目接種済者数 ：３３，８８１人（①の３８.９％）
１回目接種済者数 ：４１，６７８人（①の４７.９％）

《今後のワクチン接種計画》
国からのワクチンの供給量次第となりますが、９月には全ての年代の予約受付を開始し、１１月下旬には１２歳

以上の希望する市民への接種を完了できるよう取り組みます。
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◆岩手緊急事態宣言に伴う飲食店等への緊急経営支援について（商工労政課：４１－３５３４）
岩手県では、岩手緊急事態宣言発令に伴う外出自粛の影響を受ける事業者に対し、商工会議所が実施している経

営支援金に１０万円を上乗せして給付することとしています。市においても、外出自粛の影響を受け経営に支援を
必要とする飲食店等のため、岩手県が上乗せ補助を行った事業者に対し、さらに市独自で最大１０万円の上乗せ補
助を行います。

【補助対象】 次のいずれにも該当する事業者
・花巻市内で飲食店または自動車運転代行業を営むもので、花巻市内に本社または本店を有する中
小法人もしくは市内に事業所を有する個人事業者であること

・岩手県が岩手緊急事態宣言発令に伴う外出自粛の影響を受ける事業者として経営支援金に上乗せ
補助を行った事業者であること

【補助金額】 岩手県の上乗せ補助金額と同額（１店舗当たり最大１０万円）

【申請方法】 商工会議所本所及び各支所に事前に予約し、必要書類手続きを進めることを予定しています
申請方法等の詳細が決定次第、市のホームページ等でお知らせします

◆収入保険加入促進事業について（農政課：２３－１４００）
市では、新型コロナウイルス感染症の影響などにより、外食産業における農畜産物の販売価格の低下や、近年増

加する自然災害など、農業者の経営努力では避けられないリスクによる農業収入の減少に備えるため、農業経営体
が収入保険制度に加入する際の保険料の一部を支援します。

【補助対象】 個人の場合 令和３年１２月末までに加入手続きし、保険料を納付した収入保険で、
保険期間が令和４年１月から１２月までの保険

法人の場合 令和４年２月末までに加入手続きし、保険料を納付した収入保険で、
保険期間満了日が令和４年４月から令和５年３月までの保険
※法人は、事業年度が保険期間

【支援金額】 収入保険の保険料（掛捨て分）の１／２

【申請先等】 岩手県農業共済組合中部地域センター（電話：２３－５２０１）
・農業経営体は、収入保険の加入申込先である「岩手県農業共済組合中部地域センター」に保険
加入申込と合わせて申請

・農業経営体は所定の保険料を岩手県農業共済組合中部地域センターに一旦支払
・市は、岩手県農業共済組合中部地域センターの報告に基づき、補助額を同センターに支払
・岩手県農業共済組合中部地域センターから農業経営体に対し補助金を交付

◆花巻市中小企業持続支援事業（地代・家賃補助）の実施について（商工労政課：４１－３５３９）
市では、新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した市内事業者の固定経費の軽減を図るため、令和

２年度に引き続き市独自で令和３年４月から６月までを対象に実施していましたが、コロナ禍の影響が改善されず
事業継続の支援が引き続き必要な状況であることから、令和３年７月から９月までを対象に同様の地代・家賃支援
を実施いたします。

【対象業種】 小売業、飲食業、宿泊業、道路旅客運送業、サービス業、医療業、社会保険・社会福祉・介護事
業などの中小企業者

【対象経費】 事業に要する地代・家賃（共益費・管理費含む）

【要 件】 令和３年７月から令和３年９月までの間の、いずれかひと月の売上が前年または前々年同月に比
べ３０％以上減少している中小企業者
※ 創業から２年以内の事業者は、創業から申請月までのいずれかひと月の売上を直近の月の

売上と比較することができます

【補 助 率】 月額賃料の１/２以内（１か月当たり上限１０万円）

【対象期間】 令和３年７月から令和３年９月までの３か月間（上限１０万円×３か月＝最大３０万円を補助）

《新型コロナウイルス感染症に関する支援について》
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【申請受付】 受付期間：令和３年９月１日（水）～令和３年１０月２９日（金）
受付時間：午前９時～午後４時（完全予約制）
受付場所：本庁商工労政課及び各総合支所地域振興課（予約は電話で受け付けます）

・本庁商工労政課（予約先 ４１－３５３９）
・大迫総合支所地域振興課（予約先 ４１－３１２２）
・石鳥谷総合支所地域振興課（予約先 ４１－３４４２）
・東和総合支所地域振興課（予約先 ４１－６５１４）

〈参考〉
▶令和２年度実績（２回実施） ５０７事業者、６，６６２万１千円

１回目（対象月：4月～9月） ：２７１事業者、３，０８３万円
２回目（対象月：10月～2月）：２３６事業者、３，５７９万１千円

▶令和３年度実績（見込み）
4月～6月：２３１事業者、２，４８９万５千円

◆貸切バス事業持続支援金について（観光課：４１－３５４１）
市では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、長期間にわたり団体旅行及びスポーツ大会遠征等の需要

が減少し貸切バス事業者の企業経営が深刻な状況であることから、貸切バスの維持・整備等に要する経費の支援を、
昨年度に引き続き実施いたします。

【支援対象】 市内に本社及び営業所がある貸切バス事業者（９事業者の見込み）
【支援内容】 東北運輸局岩手運輸支局に登録している貸切バス１台につき２０万円

◆観光関連施設事業者事業持続支援事業について（観光課：４１－３５４２）
市では、岩手緊急事態宣言の発令に伴い、市が所管する観光施設等の休館または利用制限を実施しました。この

ような施設の館内・隣接地で飲食店やお土産店等の経営を行っている事業者は、観光客が激減したことに伴い売上
に多大な影響を受けたことから、このような事業者の事業継続を支援するため、市では昨年度同様に「観光関連施
設事業者事業持続支援事業」を実施します。

【支援対象】 岩手緊急事態宣言の発令に伴う市所管観光施設等の休館等の影響を受けた事業者
（２９事業者の見込み）

【支援内容】 １事業者につき最大１０万円

◆イベント中止等に伴う準備経費支援金について（観光課：４１－３５４１）
市では、岩手緊急事態宣言の発令に伴い、市が所管する施設の休館または利用制限を実施しました。施設の休館

及び利用制限に伴い、当該施設で開催を予定していたイベント等を中止・延期した団体のうち、当該イベントの準
備に要した経費が発生している団体等に対し、昨年度同様に準備経費を支援します。

【支援対象】 市所管施設の休館・利用制限によりイベントの中止又は延期をした団体等
【支援内容】 イベントの準備に要した経費（１イベントにつき最大２０万円）

◆まつり山車団体継続支援事業について（観光課：４１－３５４２）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、市内の各種まつりが中止となっています。市では、市内の山車団

体が来年以降も引き続きまつりに参加するためには備品の修繕や更新等が必要であることから、備品等の修繕経費
等を支援する「まつり山車団体継続支援事業」を実施します。

【支援対象】 令和元年度の花巻まつり、大迫あんどんまつり、石鳥谷まつり、土沢まつりに参加した山車団体
２４団体

【支援内容】 １団体につき最大２０万円
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◆第３弾「がんばれ花巻！対象のお店で２０％戻ってくるキャンペーン」実績（商工労政課：４１－３５３４）
市では、令和２年度に２回実施した本キャンペーンが市内の地場事業者に対する支援策として非常に大きな効果

を発揮したことから、令和３年８月１日から８月３１日まで第３弾キャンペーンを実施しています。

開催期間：令和３年８月１日(日) 午前０時～令和３年８月３１日(火) 午後１１時５９分

内 容：対象店舗でPayPayで支払うと、決済金額の最大20％のPayPayボーナス（ポイント）を付与
PayPay１アカウントに付き
・１決済あたり上限：4,000円相当（期間中の付与合計上限：10,000円相当）

対象店舗：１，１７１店舗

実 績（8月２２日時点）
決済回数：６０，３５８回
決済金額：２億８，０４１万円

（１日あたりの平均決済金額：１２，７４６，０７２円）
還 元 額：４，５８３万円

【令和２年度のキャンペーン実績】

▶第１弾キャンペーン（令和２年８月１日～令和２年９月３０日）
決済回数：７０，２３４回
決済金額：２億７，９７７万

（１日あたりの平均決済金額：４，５８６，３９３円）
還 元 額：４，５６５万円
対象店舗：７７３店舗

▶第２弾キャンペーン（令和２年１２月１日～令和３年３月３１日）
決済回数：２２７，９３９回
決済金額：１１億６，２２２万円

（１日あたりの平均決済金額：９，６０５，１２３円）
還 元 額：１億９，８３９万円
対象店舗：１，０７５店舗

令和２年度合計
決済回数：２９８，１７３回
決済金額：１４億４，１９９万円
還 元 額： ２億４，４０４万円

◆月次支援金（国事業）の申請サポート窓口の実績について（商工労政課：４１－３５３９）
国では令和３年４月以降に実施される緊急事態措置又はまん延防止等重点措置（以下「対象措置」）に伴う「飲

食店の休業・時短営業」や「外出自粛等」の影響により、売上が５０％以上減少した中小法人・個人事業者等にオ
ンライン申請による月次支援金を給付しています。市では本支援金の対象となる事業者を支援するため、８月１２
日まで申請サポート窓口を市独自に設置しました。

設置期間：令和３年８月１２日（木）まで（土・日曜日・祝日、８月４日（水）を除く）
午前９時３０分から午後４時３０分まで

設置場所：なはんプラザ３階ギャラリー
対 象：旅行関連事業者のうち市内に本店または主な事業所を有する個人事業者
申請事業者数実績：１１３件

なお、経済産業省が公表している「緊急事態措置又はまん延防止等重点措置の影響緩和にかかる月次支援金の詳
細について」により花巻市は４月・５月は対象とされ、６月・７月は対象外となりました。
８月以降、新たに支給の対象として該当となった場合は、申請サポート窓口の再設置を検討します。
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